
© Xymax Real Estate Institute Corporation. All rights reserved.

RESEARCH REPORT

ザイマックス不動産総合研究所

2024年8月7日

１人あたりオフィス面積調査（2024年）



© Xymax Real Estate Institute Corporation. All rights reserved.

【図表1】＜在籍／出社＞１人あたりオフィス面積の推移（2009～2024、東京23区）

＜在籍＞1人あたりオフィス面積は3.7坪で、過去最少に並んだ

【図表1】は、東京23区に所在する各企業テ

ナントの賃借面積と在籍人数から＜在籍＞１

人あたりオフィス面積、賃借面積と出社人数

から＜出社＞１人あたりオフィス面積を計算

し、それらの年別推移を示したものである。

2024年の＜在籍＞１人あたりオフィス面積

の中央値は3.7坪で、過去最少に並んだ。

＜出社＞１人あたりオフィス面積は4.8坪で

あった。

2023年から2024年にかけて、在籍・出社と

もに１人あたりオフィス面積は微減した。こ

れは、新規採用の強化による人員増のほか、

従業員がオフィスに戻る動きが強まり、出社

人数が増加したことが影響していると考えら

れる。
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大阪市・名古屋市・福岡市に比べ、東京23区の＜在籍＞１人あたりオフィス面積は小さい傾向

【図表2】＜オフィス所在地別＞１人あたりオフィス面積と出社率（2024年調査時点）

【参考】＜オフィス所在地別＞１席あたりオフィス面積（2024年調査時点）

【図表2】は、１人あたりオフィス面積の各指標をオフィス所在地域別に示したものである。＜在籍＞１人あたりオフィス面積は東京23区が最も小さい一方で、

＜出社＞１人あたりオフィス面積は大阪市が最小であった。これは、東京23区に比べて大阪市の平均出社率が高いことが影響していると考えられる。

なお、【参考】にてオフィス所在地別の１席あたりオフィス面積を調査データから算出し、調査時点における参考値として提示する。
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調査概要

調査期間 2024年4月～5月

※2008年より、年に1回アンケート調査を継続的に実施

調査対象 オフィスビルに入居する一般事業所用途テナント

有効データ数 ・＜在籍＞１人あたりオフィス面積

1,601テナント

東京23区：686 大阪市：394 名古屋市：290 福岡市：231

・＜出社＞１人あたりオフィス面積

1,555テナント

東京23区：685 大阪市：384 名古屋市：253 福岡市：233

・１席あたりオフィス面積

1,688テナント

東京23区：730 大阪市：410 名古屋市：299 福岡市：249

計算方法 ・＜在籍＞１人あたりオフィス面積：調査対象テナントの賃借面積を在籍人数で割った値の中央値

・＜出社＞１人あたりオフィス面積：調査対象テナントの賃借面積を出社人数で割った値の中央値

・１席あたりオフィス面積：調査対象テナントの賃貸面積を席数で割った値の中央値

備考 ・面積は、契約上の賃借面積。執務室の他、エントランス（受付）、会議室、休憩室、書庫、倉庫、専用部内廊下などが含まれている。

・在籍人数は、当該オフィスに籍を置いている人数。

・出社率は、全社員がオフィスに出社した場合を100%として、「現在の平均的な出社率」を企業に聞いたものである。

・出社人数は、在籍人数に調査時点の出社率を掛け合わせて算出されるものである。

・席数は、会議室を除き、固定席、フリーアドレス席、集中スペース、リフレッシュスペースなど業務に利用できる席の数。


